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哀 辞

平成15年4月2日 本学名誉教授出口勇蔵先生が逝去されました

享年94歳

先生は 昭和8年 京都帝国大学経済学部を卒業 大学院で経済思想

史を学ばれた後 助手 講師 助教授 を経て 昭和23年 教授に就任

経済学第二講座を担当されました 先生のご専門は経済学史でありま

したが 経済哲学 と社会思想史にも造詣が深 く チュルゴやコンドル

セを中心とするフランス啓蒙の経済思想 ・進歩思想の研究 『経済学と

歴史意識』(昭 和18年)は 版 を重ねた名著 として知られています

そして 戦後の大塚史学 ・大塚 ウェーバーに対抗 して行われたウェー

バーの方法論の研究 トー二一の 『宗教 と資本主義の興隆』の翻訳 と

紹介は今 もなお顧みられる意義を持ってお ります さらに歴史学派と

メーザーやヘルニクなどのロマン派の研究 アダム ・ス ミス研究など

先生の研究は フランス ドイッ オーストリア イギリス 中国等

の近代思想の全般に及ぶ広大かつ深遠なもので それはわが国の経済

学史 ・社会思想史の研究に対する大 きな貢献であ ります 先生は 経

済学史学会を中心として学会活動 も積極的に担われ 日本学術会議会

員(昭 和32年 から35年)経 済学史学会代表幹事(昭 和43年 から47年)

として わが国の学術の振興と発展に尽力されました

また先生は 評議員(昭 和27年 から29年43年)と 学部長(昭 和32

年か ら33年 昭和42年 から43年)な どの職務を通じて京都大学の発展

に貢献されるとともに 教育においても多くの学生 ・大学院生を育成

されました 昭和47年 停年により退官され 京都大学名誉教授の称号

を受けられましたが なお退官後も 名城大学教授 京都薬科大学教

授を務められました

京都大学経済学会は 先生の生前における経済学研究と教育に対す

るご貢献に感謝するとともに ここに生前の先生の肖像を掲げて心か

ら哀悼の意を表 します

平成15年9月 京都大 学経 済学会
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〈追憶文〉

出 口 先 生 と河 上肇

杉 原 四 郎

1

私が京大経 済学部 に学生 と助手 と して在籍 していた1939-47年 に,出 口先生 は専任 講

師で,原 書購読 を担 当 してお られた。私が え らんだ英書や独書のいずれ も他の先生が担

当されたので,私 は先生の講義を受 ける機 会はなか ったが,当 時 『経済論叢』 に発表 さ

れ ていた論 文や最初の著書 『経 済学 と歴 史意識』(1943年)を 読 んで いたので,先 生 に

はず っ と親近感 をもちつづ けていた。京 大をやめてか ら も.経 済学史学会や ス ミスの会

で おつ き合いがで き.御 一緒 に仕事をす る機会 もあった(『京大史記』(1988年 〉や学 史

学 会の 『二十年史』 のことなど)の で,い ろいろの ことが思 い出される。

私の記憶 に とくにつ よ くのこってい る先生の論文はつ ぎの二つで ある。

「ブル ジョア経済学 の俗流化 と民族の問題一 カー ル ・クニースにおける民族 の問

題の序論 」 『経済論叢』 第71巻 第2号,1953年2月 。

「河上肇 における二種 類の真理一 『貧乏物 語』 の一分析一 」 『経済論叢』 第90

巻第3号,1962年9月 。

前者 は,『経済学 と歴史意識』 で解明 した俗流経済学的 ミルの方法論で は民族 の問題

がその経済学の 「問題領域の中に横極 的にはいるこ となしに終わ った」 こと,ま た ミル

の白由論 に関 して も,彼 の説 く自由は イギリス ・ブルジ ョアジー の自由であ って,「 プ

ロ レタ リアー トや植民地人民については妥当性を もちえない」 と して,ミ ルの俗流性 を

とい ている。又後者 は,思 想家河上肇を論ずる場 合 とりあげざ るを得 ない 『貧 乏物語』

の問題性 を科学 的真理 と宗教的真理の関係にか らませつつ 論 じた ものであ る。 ミルと河

上 とに関心 を もつ私 にとってはいずれ も熟読に値 いす る貴重 な論文で あるが,こ こで は

後者にか ぎって若干 のコ メン トを加 えるにとどめたい と思 う.
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lI

著者 は河上肇 を論 じた この論 文の一で.河 上 にとって科学的お よび宗教的 とい う』種

の真理 は,外 界の物 と内界の心 とい う 「互 に恪守すべ き蔵然た る領域 にかかわる」 と規

定されているとのべ,こ の二種 をめ ぐる問題が河上の思想的発展の当初か ら(具 体的に

は1905年 か ら)彼 にとって根本的な もので あるか ら.こ れ を巾心に河上の一生 を省み る

ことは,河 上研究 の基本的テーマの一つ になるとい う。そ して その一節 と して彼 の思想

的第一期 の名著 『貧乏物語』 をと りあげ,河 上 の この問題 を提出す る仕方や解決への努

力を究明 しようとい うのが本論文である とい う。

論文の二で,河 上 はス ミスの 『道徳感情論』 の一節 と問宮英宗 の禅話 の一節 を引 き,

この二つの思想 には同 じもの,つ ま り宗教 的な心境 で裏打 ちされている人生観があ ると

い う点で共通 している と考 えるのだが,著 者に よれば この共通 点は宗教で な く思想 また

は倫理 として'とり上げる と相異点が明確にな る。 ス ミスの場 合近代市民社会 と近代的 な

歴 史意識が明瞭 にな っているのに間宮 の場合 には社会的 ・歴史的意識 が欠如 している。

この相違を明 らか にしない まま宗教にかかわ る問題を提出 してい ることが 「『貧乏物語』

の結論 に重要な問題を はらませ ることになる」,と 著者 は指摘 してい る.

論文 の三で,河 上は 『貧乏物 語』 の連載 に際 し,卜 篇 ・巾篇を終えて貧乏対策を論ず

る下篇に入 る前に三週間 も長 く中断 して.「今や よ うや く筆 を執 るといえど も,鷺 馬に

鞭ちて峻坂 を登 るが如 し」 と告 白し,貧 乏退 治の根本策三種 をのべ るに際 して も 「河E

の筆は重 く,文 章 に も渋滞のあ とがみえ る」 と指摘 してい る 、

河上が三種の政策をあげなが ら結局(一)の 贅沢の廃iヒとい うこ とに主眼を お くにい

たったのは,そ してそのこ とに経済学者河上は 自か ら不満 を覚 えざるを得 なか ったのは,

「彼が 「生産力」 については,そ の近代性 についての意識が明瞭であったげれ ど も,生

産 肉像 については,そ の意識が必ず しも十分 にあったとはいえない」。それでマ ル クス

の唯物 史観の公式 も河Lに よ って翻訳 され るのだが,÷ ルクスに似た思想が古 く東洋に

もあ畜と語 って,倫 教ゐ倫麹恵想 とゐず らか えが行われ るのだ と著者はい う。そ して問

題 を経験科学 と しての経済学における科学 的真理 と宗教的真理 との関係 につ いての原理

的な考察(論 文の四 経済 〔社会的経験〕 と思想 ・倫理 ・宗教)へ うつすのであ る,
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Ill

宗教 と経済(社 会的経験)と は直接 には結びつ かず,そ の媒介の役 を果たすの は倫理

と思想 であ る。 その うち倫理(エ ー トス)が 思想よ り強力 に媒介 の役 を果す と著者 はい

い,つ ぎの二つ の表 をかか げてい る。そ してそれに基づ いて 『貧乏物語』 における二種

の真理のあ り方 を検討す る。

社会的 ・日常的経験

/＼
倫理=二 二二二二二二思想

＼//
宗教

社会科学… 一一知性

く1
倫理;=:思 想 人格 ・精紳

＼/1
宗 教 一 一 … 魂

この検討 の結 果と してつ ぎの二つの点が提示される。 第一,河 上 は科学 と宗教 の間に

存在する倫理や思想 の次元 に正統 な位置 をあた えていない。それは東洋 の文化で は宗教

と倫理が未会 化のままの状態で あ り,か つ経験科学が独 立 しなかったため,科 学 と思想

とふら廠1と漉在 しているか らで ある。河上 の場合科学 と宗教 とが直接結 びつ けられる こ

とにな るが,「 この事態 は晩年において もかわ るところはなか ったj。 第二,倫 理 と思想

との関係 について東洋 と西洋 とを対比 する と,西 洋で は思想は知性の産物 だか ら 「進歩

を典型的 なかたちで とげ るのに対 し,倫 理は情感 に傾 き易いか ら停滞 ・硬化の傾向がつ

よ く、東洋では両者のバ ランスが失われ易 く,そ れを快復 しようとす る実践的努力が不

足 する。東洋 また は日本で は個人の内部で 「伝統 的倫理 と進歩的 な思想が奇妙な形で混

在す ることがあ る」。われわれ は図で示 した思想 と倫理 との相互浸透 をはか って,「 エ ー

トスに新 しい知性 を盛 り,思 想 には感覚的 な内容 をゆたか に して 日常生活 のなか に とけ

こます 道を講ず るこ と」 を心が けな くて はならない。

IV

『貧乏物語』 は出版 後多 くの読者 に迎 えられ,学 生や一般人に経 済問題 と経 済学 とい

う学問 との重要性に眼を開かせる ことになったが.学 界で もノンマ ルクス派か らは好 意

的,マ ルクス派か らは批判 的な評価 を うけた。科学的真理 と宗教的真理の問題は戦後の

河上研究で と りあげ られ ることが多 くな り,マ ルクス主義者 としての河上の思想的独 自
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性 と して注 目されて きた.そ う した従 来の河上研 究の中で,こ の出口論文 は 『貧 乏物

語』の問題点をほ りさげて 「二種 の真理」の問題にた どりつき.そ れ を経済学一般の根

本問題 に移 して東 西思想 の比較考察で吟味 した うえで,最 後に河上を含む 日本 人(と く

に知識人)の 生 き方を とりあげる とい う.独 特な構成を とったユニー クな論文で ある。

出lr先 生 によれば,こ の論文 は,1962年6月3日 に京 大の第一教室 において河上祭主

催で ひらかれ た講演の趣旨を 「少 し くわ し く書 きつづ った ものであ る」,こ れはそ の後

末川博編 『河上肇研 究』(筑 摩書 房。1965年)に 収録 され る とと もに,Tw・Kindsof

TmthcollceivedbyHajimeKawakami-Al1Allalysisof`'AStoryofPoveRジ ー と して

『京 大欧 文紀 要』(第32巻 第2号,1962年10月)に も発表 された.先 生が この論文 を書

かれ た特別の思いが しのばれ るが.私 はこれ を熟読 しつつつ ぎのてつの感想を持 った。

(L京 都大学経済学部 は経済学部のカ リキ ュラムの 巾に経済哲学 を設 け,恒 藤恭が担 当

したが,私 の学生時代 には田辺元先生の(名 前は哲学概論だ ったか内容 は法経の学生向

きの講義 だった)担 当で あった。戦後は梯 明秀先生が非常勤で講義 され,一 時出口先生

自身が担当され たこ ともあったように思 う、河上が京大 の社会科学研究会 を指導 してい

た時,経 済学批判 会をつ くって三木清をチ ュー ター として 『ドイツ ・イデオロギー』 を

勉強 した とい う伝統 が。戦後 の経済学部に も流れていたのであろ う.出 口先生 は下 村 ・

服部編 『哲 学研 究体 系』 に 「経済哲学」 を執筆 してお られ るが,先 生の 「経済哲学」 の

講義(や 著述)に は この河上における二種の真理の問題は とりあげ られているのだろ う

か 。

(2)先 生 は英 ・独 ・f∫、の経 済思想 を研究,ま た1947年 以降経済学史の講義を担 当され,

1953年 に 『経済学史』 を編集 ・出版 されたが,研 究の中心 は西欧の経済思想 であった。

しか し1941年 以来京大人文科学研 究所 に関係 され るようになってか ら中国の経 済思想の

研 究に も従事 され るようにな り,1941年 以来 『経 済論叢1や 『東亜経済論叢』 にその関

係論文を発表され は じめる。そ して 『孫 文の経 済思想』 を1946年 に高桐書院か ら公刊 さ

れた,、こ うした先生 のア ジア研 究が その後,経 済学 史や祉会思想 史の研究 に,と くに

ウェーバー研 究や方法論研究 の、1二で どのよ うな影響 を及ぼ したのであろ うか。

(3)先 生は1960年 代 以後,経 済学史 の現代的意義につ いての諸論 文を発表 しておられ る。

河 ヒ肇以来の京大経 済学部 の学 史 ・思想史研 究の伝統をひ きつ ぎ,そ れをさらに発展 さ

せ てゆ きたい と思 ってい る私達 に とって,先 牛の全集または著作 集が編 まれたらその意

義が大 きいであろ うと,行 澤健三 ら編 『社会科学 の方法 と歴史』(1978年)に おさめ ら



出1コ先生と河上肇

れ た先生の略歴 と著作 日録 をよんで その思 いを深 くす るのであ る、,

(255)95
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出口勇蔵先生 を偲んで

岸 田 理

私 が学部学 生の ころ出 口勇蔵 先生の こ とを初め て知 ったの は,ミ ネ ルヴァ書房発 行

(1953年)の 編著 『経 済学史』 を通 してであ る.こ の書物 は出口先生が編集 され た もの

で.執 筆者 のなか には内田義彦 ・白杉庄一郎 ・河野健二教授 とい った著名な方々 もその

名を連ね ていた。 と りわ け私が最 も感銘 を受 げた叙述箇所 は,出H先 生 自らが執筆され

た第一章 「経済学 史とは何か」 とい う箇所で ある。 この章 は 「経済学 史の研 究の意義」,

「経 済学 史の研究課題」 と,さ らに 「経済学 史の研究方法」の三つの節か ら構 成され,

いわ ゆる経済学方法論が くわ しく展開され ている。 それ までは経済学固有の領域の もの

ばか りを見慣れ ていた私 にとって,哲 学的考察 をふ まえた第一章の方法論叙述がま こと

に新奇 な ものに見え,あ たか も哲学の講義 を聞か され ているようであ った。まさ し く経

済哲学 への開眼 であ る。
1

この ことが契機 となって,私 はい よいよ卒業 しよ うとす る段階 に至 って大学院への進

学を志 し,出 口勇蔵教授の 門を敲いたので ある.講 義以外 に全 く面識 のなか った私 に対

して,先 生は快 く応待 していただ き.私 の意 のある ところを十分 に聞いて くだ さった。

当時,旧 制の大 学院は指導教授 の許可があれば入学 で きたので ある。数 日後あ らためて

面会 し,正 式 の許可 をいただい た。1954年 春の ことである、、

私が大学院に入学 した当時,新 制 と旧制 とか ら成 る大学 院ゼ ミが 開かれ ていた。 それ

には出口研 究室の先 輩たち も加 わ っていた。 テキス トはRH.ト ー二一の 『宗教 と資本

主義 の興隆』(R.H。Tawney,R読g'r"!召n4'h8R∠gθ`ガCψ プ,41ゴ5η』4H奮,oゾ,6π'S!～雇y,

1926〉 で あった。私 は途 中か ら参加 したので事情 は知 らないが,M.ウ ェーバー研究 の

一環 として,そ のテキス トが取 り上 げられたのであ ろう。後に これは出口先 生 と越智 武

臣氏の共訳 とい う形で岩波文庫 二巻 本と して出版 され ることにな った(上 巻1956年,下

巻1959年)。

以上が大学院 人学前後の私の行動 の軌跡で あるが,今 か ら思 えばいかに病後であ った

とは言 え,あ ま りに も直線的な行動であった ことを反省 させ られ るとともに,そ の行動
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を受けいれていただいた出口先 牛の寛容 さにあ らためて感 謝す る次第で ある。

さ らに,当 時の出口研究室 には次 のような先輩がい られた。行沢健三 ・田中真晴 ・平

井俊彦 ・山口和 男 ・永岡薫 といった方 々であ る。その方々の研究 テーマ はさまざまで決

して一方に偏 する ことな く,ひ たす らわが道 を歩んでいられた。 これが 自由を尊ぶ出口

研究 室の伝統 で もあったろ うか。私 自身 もテーマ選 びにつ いて は紆余 曲折 を経 て,イ ギ

リス歴 史派経 済学,な か んず くウォル ター ・バ ジ ョッ ト(WalterBagellot,1826-1877)

の研 究に辿 りつ いたので ある。 もちろんその際,出rI先 牛よ り貴重 な示唆 をいただいた

ことは'言うまで もない、

1956年,わ た しは出 口先生の ご推薦を得て名古屋 の愛知学院大学商学部 に勤め ること

にな った.そ のため京都 まで少 々遠 くはな ったが.出 口研究室が主宰す る研 究会にはで

きるだけ出席す るように努めていた、,

さらに,1966年,研 究上の便 を考 えて龍谷大学経済学部へ移 ることにな ったが、実際

には学校行政 に多大の時間 を取 られ.役 職の合問合間に時 間を見つ けては論文 をま とめ

る とい うような日々を過 ご していた。そのよ うな折 に出 口先生宅をお訪ね した時,先 生

から私が学校の要職 にあ ることを一方では喜 んでい ただいた ものの,他 方ではまだ私自

身の著書が公刊 されていない点 を非常 に残念が られた。その度 ごとに恐縮 して退 出する

とい う有様 であ ったが,1979年 によ うや く拙著 『ウ ォルター ・バジ ョットの研究一 一経

済思想 および経 済理論 を中心 と して一 一』(ミ ネル ヴァ書房)が 出版 された時 は、殊 の

ほか喜んでいただいた。私 自身 も自著 の 「は しが き」のなかで十分 な謝辞 を述べ たつ も

りであ るが,よ うや くご恩 返 しがで きた思 いで一杯であ った.

以L,出 口勇蔵先 生を偲 びなが ら私 にとって印象ぶかか ったことを取 りあげてみ たが

先生 とのお付 き合 いは極 めて長 い。1954年 か ら最近(2003年)ま でだか らカ レコ レ50年

にな る。学 問上のこ とだけで な く趣味 に至 るまで.全 人 的なお付 き合い をさせていただ

いた・さらに・家族 ぐるみのお付 き合い もさせていただいた。先生 とはそ うい う方であ

る。表面的なお付 き合 いを極 端に嫌い,「 好 き」 と 「嫌い」が はっき りしてい られ る。

晩年 にはそ の傾向が よ り鮮明にな っていた ように思われ る。最後の最後 までお付 き合い

をいただいた先生 は.私 に とってはかけがえのない先生であ った。

去 る4月 初旬,お 嬢様か ら先生の言卜報が伝 えられ た、全 く安 らかなご最期であ った よ

うであ る。心 よ りご冥福をお祈 りす る次 第で ある、
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晩年の出口勇蔵先生

ウ ェー バ ー とク ニ ー ス を め ぐって

柴 田 周 二

京都鹿 ケ谷 の法然 院には,河一ヒ肇の墓碑 があ り,そ こには,「多度 利津伎 布理加幣 弔

美禮者山河遠古依天波越而来都流毛野哉(辿 りつ き振 り返 りみれば山河を越 えては越 え

て来つ る ものかな)」 とい う河上の歌が刻 まれてい る.そ して,そ の東隣 には,石 や碑

文の選定に努力され,河 上肇 とは師弟関係にあ り、かつ出口先生の恩 師で もあった石川

興二の墓が寄 り添 うよ うに建っている、、1970年 春,京 都大 学における出ロゼ ミの最 後の

卒業牛であ る私たちの授 業は.河 ヒ肇の墓参か ら始 まった。 この年 のゼ ミのテキス トに

選ばれたのは,『 世界の大 思想23ウ ェーバー 政治 ・社 会論集』(河 出書房新社)で あ

り,年 の前半 はそれを輪読 し,後 半 は各自が 自由な テーマで発表す る とい うもので あっ

た。先生の関心か らは少 し遠 くみえるテーマの ときは、先生は学生の発表 を聞 きなが ら,

眠 られてい るとい うほほえま しい光景 もあ った,,

出口先生 とい うと,ま ず頭 に浮かぶ のは,「 ウェーバー」 や 「経 済学史」 とい う言葉

で ある。 しか し,先 生の学問的出発 点は,恩 師の強い影響の下 に,デ ィルタイ,ク ニー

ス,フ ィヒテなどの研究にあ り,ヘ ーゲルや西 田哲学 にも深い造詣があ った。先生 の退

官記念講演会 は,京 都大学の楽友会館で 行われ,そ の時,先 生が 自らの思想的遍歴 を語

られた中で,若 い ころに影響 を受 けた明治時代 の宗教思想家セあ る 「清沢満之」の名前

が出てこない とい うハ プニ ングがあ った。そ こで,先 生 は,多 くの来聴者 に向か って,

「どなたかご存 知あ りませ んか?」 と,尋 ね られ た.話 の内容か ら清沢満之の ような気

が したが,す ぐに声 に出す 勇気 はな く,年 長の 先生 方か ら 「鈴 木大拙」 などの声 は上

が ったが.清 沢満 之の名 は出なか った.た ぶん,経 済学部の関係者 には出口先生 の宗教

的教養は意外であ ったのだ ろう。

さて,私 が.出 口先 生か ら親 しく教 えを受 けたのは,大 学 院に進学 してか らで ある。

大学院の指導教官は,先 生の二 人目の お弟子 さんであ る田中真晴先 生であ った,,博 士課

程 も後半の ころ,出 口先生か ら.平 凡社か らン リー ズで出てい るアンソロジー集の一つ
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であ る 『世界の思想家21ウ ェー一バー』 の 「宗教社会学」 を担当 しないか とい うお誘い

があ り。田中先生 にご相談 して参加す ることになった。 もう一人の メンバーは,出 口先

生 の四人目のお弟子 さんであ る甲南大学の山口和男先生で あ り,出 口先生が 「学問論」

と 「社会学」 を,山 口先 生が 「歴史研究 」 と 「政 治論」 を,そ して,私 が 「宗教 杜会

学」 を担 当す ることになった。 このため に,私 たちは2～3ヶ 月に一度,出II先 生 のお

宅に集ま り,そ れぞれの進行状況 を報告 し,内 容 について議 論する一 方で,個 人的に も

先生のお宅 に伺い,訳 出箇所 の選択や翻訳 に関す る指導を得た。 この ころ,い ちばん驚

いたの は.山 口先生の出口先 生に対す る最敬札 に近い恭 しい態度であ り,出 口先生の方

で もそれ を当然 とされてい る様子があった。 ここには,か つて田中先生 などか らお聞 き

していた,戦 後問 もない ころの大学院で ア リス トテ レスの 『デ ・アニマ(魂 について)』

を読 まれたころの出 口先生 の厳 しい態度 を想像させる ものが あ り、 その他 に もい ろい ろ

な ことを知 る機 会が あ った。 当時,コ ピー は高価 なもので あ ったが,こ の仕事 のために

人文研 の河野健 二先生 に便宜 を図っていただ くことにな り,そ れを依頼 される出口先 生

の電話の様 子は,ま さにお二人が盟友の関係 にあることを うかがわせる もので あ った。

また,出 口先生の美術 に対 する愛好 とその知識 は素人の域 を超 えていて,美 術 の話 をさ

れ る ときの先生 は本当 に幸福そ うであ った。山口先生が年末の お土産 に持 って こられた,

ご雌 父の山口華楊氏の絵画か ら構成された カレンダーはこ とのほか喜ばれた。他 にも、

0.シ ュタマ ーの 『ウェーバー と現代社会学』(木 鐸社)の 翻訳 に関わ られた筒井清忠氏

や出ロゼ ミの出身者で ある今村仁司氏 らの話が出 ることもあった。今 ならさ しず め,同

じく出ロゼ ミの大先輩 であるアサ ヒビール元会長の樋口廣 太郎 氏な どの思 い出話が 出る

のか もしれない。

それ はともあれ.ア ンソロジーの仕事 は外 に出た成果や評価 とは裏腹 にかな りの難事

業であ った、 ウェーバーの膨大な業績 の巾か ら,そ のエ ッセンスを取 り出 し,そ の全体

像をわずか200ペ ー ジほどの小さな書物 に集 約す る とい うのは不可能 に近い仕事であ り・

厳密 にやれ ばや るほ ど消耗感の大 き くな る仕事であ った。 出口先生 は,お そ ら くこの と

きに初めて.『 経済 と社会』 に取 り組 まれたので はないか と思 うが,遅 々 として進 まぬ

仕事にかな りの苛立 ちを示 され た。取 り掛か り始めてか ら.出 版 まで2年 以上 を要 し,

編集者に締 切 りを延 ば して もらうのは度 々であ った。

しか し,こ の過程で いちばん思い出に残 ってい るのは,音 楽 をめ ぐる先 生 との会話で

あ る。先生の奥 様は,西 田幾 多郎 の高弟であ る木村素衛の妹さんであ るが,当 時.ご 病
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手紙であ る。先生が東京に行かれ てか ら後,先 生か らの手紙や年賀状 は途絶えた。出口

先生の ご冥福 を心か らお祈 りしたい,,
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